
安 洞 院 〒960-8202　福島市山口字寺前5番地
TEL 024-534-0939  FAX 024-533-6785

http://antouin.com/

http://mobile.antouin.com/

裏面の通り、今年も文知摺観音で
除夜の鐘のご案内です。
小さな年越しですが、からだの温
まるものをご用意してお待ちして
おります。除夜の鐘は一人一回順
番につくことができます！！

11 月は大般若会、ご開帳と大きな行事が続きました。
お参り頂いた皆さま、お手伝い頂いた皆さま、誠にあ
りがとうございました。

▼
大
般
若
会
に
は
会
場
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の

方
々
が
お
参
り
さ
れ
ま
し
た
。
小
さ
な
お
子
様

も
多
く
来
ら
れ
、
お
楽
し
み
の
お
土
産
を
持
ち

帰
っ
た
よ
う
で
す
。
来
年
も
お
待
ち
し
て
ま
す
。

▼
二
日
限
り
の
特
別
ご
開
帳
に
は
、
市
内
だ
け

で
な
く
県
外
か
ら
も
多
く
の
仏
像
フ
ァ
ン
の
方

が
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
次
回
の
正

式
な
ご
開
帳
は
七
年
後
と
な
り
ま
す
。

～ 大般若会と文知摺観音ご開帳 ～

～ 除夜の鐘、ついてみませんか？ ～

おすすめ 仏 教書
 r e c o m e n d books

『林住期』（りんじゅうき）
五木寛之　著
幻冬舎文庫　2008 年　（520 円）

古代インドでは、25 歳までを学生期、
50 歳までを家住期、75 歳までを林住
期、75 歳から先を遊行期と呼びまし
た。本書では、人生の後半、つまり
林住期こそ人間が真に人間らしく、
自らの生きがいを求めて生きる時期

であると説きます。古代インドの思想から現代を捉え
直し、世代を超えて人生を考えさせられる 1冊です。

第 3 回

カメラや事務用品などで有名なメーカーのキャノンで
すが、実は仏教の観音様が語源となっています。
キャノンの前身は、1933 年に創立された精機光学研
究所。翌年発売の小型カメラを「KWANON（ｶﾝﾉﾝ）」、そ
のレンズを「KASYAPA（ｶｻﾊﾟ）」と命名しました。カサ
パは釈尊の十大弟子の 1 人であり、釈尊滅後の教団を
統率し、500 人の仲間と共にその教えを編集した功績
が伝えられています。
被写体を写すばかりでなく、その場の音までも切り取
る程の臨場感を、「音を観る」観音菩薩のお姿に重ね
合わせて名づけられたと言われています。
1935 年、世界で通用するカメラのブランド名として
Canon が採用されました。「規範」「標準」という意味
を持ち、精密工業にふさわしいことと、KWANON に発
音が似ていたことが由来とされています。

・カメラ、ビデオなど映像機器、
プリンタなどの事務機機、半導体
などを製造する電気機器メーカー。

キャノン（会社）

第 23 回暮らしの中の 仏 教語
 b u d d h i s m w o r d s

お寺からの 旬 だより
 n e w & h o t i n f o

CANON

参考：wikipedia

　

今
年
も
除
夜
の
鐘
が
大
晦
日
の
夜
空

に
響
く
ま
で
、
残
り
僅
か
と
な
り
ま
し

た
。
一
〇
八
回
の
鐘
の
数
は
一
般
的
に

煩
悩
の
数
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
他
に

も
、
様
々
な
数
え
方
が
あ
り
ま
す
。

月
の
数
の
十
二
、
二
十
四
節
気
の
数
、

七
十
二
候
の
数
を
足
し
た
数
が
一
〇
八

と
な
り
、1

年
間
を
表
し
ま
す
。
他
に
も
、

人
生
の
あ
ら
ゆ
る
苦
し
み
で
あ
る
四
苦

八
苦
を
取
り
払
う
と
い
う
こ
と
で
、

4×
9+8×

9=108

を
か
け
た
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

ど
れ
が
本
当
の
由
来
か
は
推
測
に
任
せ

る
と
し
て
、
一
年
の
区
切
り
に
対
し
て
、

先
人
た
ち
が
い
か
に
多
く
の
、
そ
し
て

切
な
る
祈
り
を
込
め
て
来
た
の
か
が
鐘

の
音
と
共
に
聴
こ
え
て
き
ま
す
。

今
年
は
ど
ん
な
音
を
聴
き
ま
し
ょ
う
か
。
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